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平尾　　　それでは、時間になりましたので、
ただいまよりトークセッションの部
を始めたいと思います。本日は雨で
お足元の悪い中お越しくださいまし
て、誠にありがとうございます。た
だいまより京都文教大学臨床物語学
研究センター主催、京都文教大学総
合社会学科メディア・社会心理コー
ス共催、そして、京都文教大学校友
会共催の、本学卒業生、山﨑樹一郎
監督のカンヌ映画祭『やまぶき』公
開記念凱旋トークセッションを始め
たいと思います。司会は臨床物語学
研究センター長の平尾が務めさせて
いただきます。どうぞよろしくお願
いいたします。

会場　　（拍手）

平尾　　今日はYouTube Live配信もさせ
ていただいてまして、遠くからも見
ていただいてると思います。よろし
くお願いします。会場もありがとう
ございます。今、多くの方が第１部
の監督の長編第１作の『ひかりのお
と』（2011）の鑑賞をしていただい
たところです。それでは、トークセッ
ションに先立ちまして、最新作の『や
まぶき』の予告編をまずちょっと見
ていただいて、それから壇上に、皆
さん登壇していただきたいと思いま
す。

（『やまぶき』の劇場公開予告編を流す）

平尾　　それでは、山﨑樹一郎監督と、恩
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師の総合社会学科教授の小林康正先
生にご登壇いただきたいと思います。
皆さん、拍手でお迎えください。

会場　　（拍手）
平尾　　はい、ありがとうございます。そ

れでは、始めさせていただきたいと
思います。監督、まずは今回のカン
ヌデビュー、そしてこの秋からです
ね。いよいよ『やまぶき』の公開、
おめでとうございます。

山﨑　　ありがとうございます。
平尾　　５月でしたよね、カンヌ映画祭。
山﨑　　ええ、５月の末ですね。
平尾　　僕も新聞を読んでいたら、ばんと

記事が飛び込んでまいりまして。そ
れで、ものすごくうれしくなって、
小林先生にすぐメールを差し上げた
ら、小林先生がすぐ電話をされたと
いう。そしたら、カンヌから帰って
こられたばっかりで、もうへろへろ
ですみたいな。

山﨑　　そう。誉れであるっていうメッセー
ジが届いて（笑）。

平尾　　（笑）
山﨑　　とてもうれしかったです、ありが

とうございます。
平尾　　あっぱれみたいなですかね。その

ときに、ぜひ、機会があれば母校の
ほうにも凱旋いただけるといいです
ねみたいな話を、小林先生とは勝手
にしてたんですけど、そうすると、
先週から東京で、そして今週末から
関西で舞台挨拶というタイミングで
お越しいただけたということで、本
当にお忙しい中、ありがとうござい
ます。

山﨑　　いえいえ。こちらこそ。京都が昨
日から、京都みなみ会館で公開が始
まりまして、多分３週間、４週間やっ
てくれると思うんですけど。

平尾　　最初は２週間って（笑）。
山﨑　　そうなんです。

平尾　　すごい本当に評判が高くて。
山﨑　　いえいえ、ありがとうございます。

昨日、登壇するタイミングで、関西
が同時に大阪、神戸も始まったんで、
それに合わせて舞台挨拶で来るって
ことになってたんで。

平尾　　ちょうどタイミングが。
山﨑　　ええ。いいタイミングで来させて

もらって、本当、京都文教大学に来
るのも、もう（笑）。

平尾　　（笑）
山﨑　　久しぶりですけど。楽しんでます。
平尾　　先週から東京のほうで一足早く公

開されて、SNS上でも話題沸騰とい
うか、絶賛ですね。

山﨑　　絶賛、ありがたいことに、いろん
な意見をいただいて、観る人によっ
てさまざまな感想が聞こえてくるの
で、とても不思議な映画だなという
ふうに思ってます。

平尾　　本当ですね。昨日、実は、小林先
生はじめ、京都文教大学の仲間で、
初日の京都みなみ会館に寄せていた
だいて、そのあと登壇のご挨拶もさ
れたんですけど、そのときにもおっ
しゃってて、観る人によって、やっ
ぱり全然感想が違ったりとか。

山﨑　　いや、ここまで多様化というか、
ちょっと正直驚いてる感じですね。
上映前に試写会とかやって、各界の、
映画界のいろんな有名な人たちにも
観てもらって、もう本当にコメント
を読むのがとっても楽しいというか、
それぞれ、そんなふうに捉えるかっ
ていう。本当に語りどころが多すぎ
るのかもしれないです、もしかして。
ちょっと不思議な体験をしてるとこ
ろです。

平尾　　だから、逆に言うと、観る人が自
分の生活とか人生を重ねながら、い
かようにも観られるというか、そう
いうところがあるんでしょうね。
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山﨑　　そうですね。だから、それが負担
になるかならないかのちょうどバラ
ンスってあると思うんですけど、そ
れが想像に頼りすぎると、やっぱり
観ていてしんどくなってくるってい
うことはあるんですが、割と積極的
に何か発したくなるんじゃないかな
というふうに、好意的に僕は捉えて
ます。

平尾　　このセッションの前に『ひかりの
おと』を観られた方も今ここに大勢
おられますけど。すごく静かな、静
かに始まって、基本的には静かな映
画。主人公はあまり語らずだけれど
も、すごく強いというか。やっぱり
監督の思いも含めて、すごく伝わっ
てくるので。おっしゃったように何
か言いたくなるというか、それに何
か応えたくなる、リアクションした
くなる、そういうところがあるんで
しょうかね。

山﨑　　ありがとうございます。『ひかり
のおと』は、僕もさっき一緒に観て
たんですが、撮影したのは12、３年
前で、いやぁ、恥ずかしいっていうか、
恥ずかしいっちゃあれなんですけど。

平尾　　（笑）
山﨑　　いや、いい映画なんですけど、

ちょっと僕も若かったっていう。昔
の自分に出会ったような感じがして
面白かったですね。

平尾　　そういう体験なんでしょうね。昔
の自分っていう。映画って残ります
からね、そのときの。

山﨑　　そうなんですよね。
平尾　　でも、確実に続いてる感じですね、

『やまぶき』に。『ひかりのおと』か
らのテーマもですし、監督の映画の
独特のリズムであるとか、語り口で
あるとか、そういうのが本当に。

山﨑　　そうなんですよね。そんなつもり
は全くないんですけど、言ってるこ

とはあんまり変わらず、やろうとし
てることも変わってないのかなって
いう感じは、とてもしました。

小林　　『やまぶき』は本当に解釈の開か
れた作品っていうことで、昨日も、
観た後にちょっと食事をして帰った
んですけど、映画の感想を聞いてい
てそんな解釈あるの？　みたいな

（笑）。ちょっと驚きがあったりなん
かして。でも『やまぶき』の話は後
にさせていただくということで。

平尾　　すいません、今日はライブ感満載
でやってますので、いろいろなとこ
ろをぐるぐる回って、最終的に大
事なところをお伝えできたら（笑）。
ちょっと、世界の国際映画祭の話に
戻りますけれども、今回、カンヌを
はじめとして16ですかね、いろんな
国の映画祭に正式招待されて。その
うちで、四つの映画祭で受賞され
たっていうことですよね。クロアチ
アのスプリト映画祭、イタリアの
ルッカ映画祭、この二つはグランプ
リですね。

山﨑　　そうです。
平尾　　それから、ロシアのウラジオスト

ク。極東のほうですよね。
山﨑　　そうですね。
平尾　　そちらのほうで審査員特別賞。そ

れから、地球の反対側のブラジルの
ブラジリアで、主演のカン・ユンス
さんが最優秀男優賞ということで。
本当に世界の人たちに評価されると
いうか、受け入れられるというか、
共感を生むというか、そういうふう
な映画なんですけど。あとで、いろ
いろ話になってくると思うんですけ
ど、本当に岡山の真庭のローカルな
生活をすごく丁寧に描きながら、そ
れが、それだけ世界の多くの人たち
に共感を生むというのはどういうこ
となんですかね。
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山﨑　　全くわかんないですよね、だから
正直、全然わからないというか。いや、
ただ現象だけ見ると、映画祭に出品
するってこと自体、かなり選ばれて
いる中で、賞をもらうっていうこと
は、深くまで届いてないことには、
そんなことにはならないっていうこ
とは薄々わかってるんですね。って
ことは、何か突き刺さってるってい
う認識はしていて、ただ、それが何
でなのかなっていうのは、正直わか
んないというか。真庭で生活しなが
ら、山の中で暮らしながら、映画を
撮るための葛藤であったり、憤りで
あったりっていうのは、生活してる
だけでそれは感じることなので、そ
れを、真庭の風景を日々ロケハンと
いうか生活しながら、どう切り取っ
ていこうかっていうのを日々考えて
いるんですけど。今のその状況、世
界中の映画祭において、地球的な状
況っていうのが、ある程度共有され
つつあって、ただ、一地方の山の中
の、本当に辺境の中の辺境だと思う
んですけど、そこで・・・

平尾　　すごい山中ですよね、見てるだけで。
山﨑　　そういうメッセージがすっと入っ

ていくっていうことなのかなとか
思ったりもするんですけど、いやい
や、ほかにもたくさんいい映画はあ
るに決まってるわけで、とか思うと

（笑）。いや、ちょっとわからないっ
ていうことではあるんですけど。あ
りがたいことではありますね。

平尾　　何か突き刺さる、どっかに突き刺
さってるんじゃないかっていうこと
ですけど、ひょっとしたら知らない
間に突き刺さってるかもしれないで
すけど（笑）、僕の個人的な感覚と
しては、何かすっと入ってくるとい
うか。観てる間に、監督の独特の
詩的なリズムっていうんですかね。

最初観てるときには、少しそこに
チューニングするのに時間もかかっ
たりもするんですけど、でも、観て
る間に何かぐーっと入っていって
るっていうか。僕、精神科医だった
り臨床心理士で、普段はカウンセリ
ングとか心理療法の中で夢を扱って
るんですけど、一番最初に、昨日『や
まぶき』を観させてもらったあとの
気持ちは、あ、夢から覚めたみたい
な。（笑）。

山﨑　　（笑）
平尾　　何かすごく静かだけれども、心に

深く残るような、夢を見たみたいな。
そんな感覚だったんですけどね。

山﨑　　でも、映画ってそういう体験でも
ありますよね。暗闇で光を見て、見
終わったあとに現実に戻るっていう
ときの感じって、割と夢から覚め
るっていうかもしれないですよ。

平尾　　昨日は特別でしたよ。祷キララさ
ん含め、スクリーンの向こう側の世
界にいた人が、上映が終わって、も
のの数分たたないうちに実際に、舞
台挨拶ということで目の前に現れ
るっていう（笑）、このリアル感は。

山﨑　　なかなかの体験ですよね。
平尾　　なかなかの体験ですね。それ、本

当にまさに夢から覚めたっていう感
じがしましたけど。

小林　　そうですね。
平尾　　ネタバレだめですけど、どうです

か、感想。
小林　　ネタバレね（笑）。夢っていう話

をなさってて、『やまぶき』のパン
フレットの中で高橋源一郎さんが、
小説と映画の超えられない壁みたい
な話をちょっとしてて。その中で、
やはり、私も確かに、観させていた
だいて、これは映画じゃないとでき
ない表現だろうっていうのは、本当
に感じたっていうところがあって、
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それはまさに夢だっていうところだ
と思うんですね。小説って、やっぱ
り夢じゃないっていうところが、私
なんか少し感じたりするんですけれ
ども、そういった意味で言うと、今
の夢だっていうのはすごく共感でき
ますね。それは、本当に夢のまさに
いろんな、特に終盤のほうだとは思
うんですけども。ああいうシークエ
ンスが重ねられるようなところって
いうのは、本当に夢だっていうふう
な感じがちょっとしましたね。

平尾　　すいません、僕の夢ネタに引っ張
らせてもらって、申し訳ないんで
すけど（笑）。フィルムで撮られて
て、この『やまぶき』っていう作品
は、その質感だと思うんですけれど
も、すごくリアルっていうか、観て
る間に本当にその中に入っていって、
全く、それも僕、夢って言っちゃう
んですけど、入ってる間は本当にそ
れがリアルで、現実みたいな感じで
わかんないっていうか。

山﨑　　いや、そうだと思うんですよね。
だから、僕も何となく漠然と、フィ
ルムとデジタル、ビデオの違いって
いうのは、言語として、言葉として
説明はできるんですけど、だから、
さっきも言ったような、言葉とか記
号みたいなものが多分デジタルなん
ですよね。それは、やっぱり言語で
表現されている、デジタルも含めて
の、それはちょっと飛躍しますけど、
フィルムって、やっぱり現象を言語
ではないところで焼きつけているこ
とになるので、言葉で説明すると、
そういうことなんだろうと思うんで
すけど、それって決定的に何か違
うっていうのは、実際撮影して、そ
れを見て編集してる中で、あ、これ
デジタルだとやっぱり映画にならな
い部分がフィルムでやることによっ

て、映画っていう、言葉で説明でき
ないもの。言葉や絵であったり、そ
ういうものに、抽象的なものってい
うかね、そういうような。

小林　　デジタルで撮ると、モニタリング
ができるって話がありますよね。結
果として、できあがったものでしか
わからないっていう、そういうよう
なところと、関係ありますか。

山﨑　　便宜上、それはまた別の問題にな
るかもしれないですけど、確認でき
ないっていうのは、圧倒的に映画の
中身は変わってくるように思ってま
すね。フィルムで撮る場合でも、隣
にカメラを添えて、プレビュー用の
同じような絵で撮って、それを確認
するっていう方法があるので。でも、
そういうことは一切しなかったって
いうか、フィルムで撮るのであれば、
現像に出して１週間たたないとプレ
ビューできないっていう、だから、
現場で直しようがないっていう、そ
のルールに基づいて作ったので、そ
うですね。それは映画的なルールで
はあるんですけど。さっきの決定的
な記号言語みたいなところがデジタ
ルで、そうじゃないもの、語りきれ
ないものを捉えるのがフィルムって
いうのは、さっき言ったような。

小林　　そうすると、できあがった語りき
れないものっていうのを、編集を数
百回なさったっていうふうに伺って
いて、できあがったものを今度、自
分で観る側に回って観ていくってい
うプロセスがあると、読み取るって
いうプロセスがあって、そのあたり
が私なんかはすごい、今まで持って
いた映画の作り方と違うんじゃない
か。違うって言い方おかしいんです
けど、私が思っていたイメージとだ
いぶ違うんで、そういうのは作品に
影響してますかね。
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山﨑　　とっても影響してると思いますが、
狙ってやったことではなくて、脚本
があって、撮影があって、編集があっ
て、そういう流れなんですけど、本来、
脚本がバチッと面白くて、それを現
場で撮って、編集で脚本どおりつな
いで傑作ができれば、一番スムーズ
なわけですよ。

小林　　（笑）
山﨑　　一番短時間でできるし。僕の場合、

脚本がかなりルーズで。っていうの
は、現場で何か見てみたいというか、
役者さんがその場所に立ったときに、
脚本以上のものになるに決まって
るって思っていて、そもそも、だか
ら脚本をあんまり信じてないってい
うか。言葉でしか書かれてないもの
なので、現場に行って、何か役者さ
んの発想がもっと飛躍すれば、そっ
ちを撮りたくなるしっていうことで
やっていると、結局、編集に負担
がかかってくるんですよね。脚本の
ものが撮れてないので、現場で、僕
のつたない記憶力で構成していった
ものが、ざっと映像として並んでい
る。それをもう一回、今回は一旦脚
本を忘れるぐらいまで、忘れるまで
時間かかったんですけど、そこから
再構成するっていうかたちでつなぎ
合わせていって、再構成するために
は、もともと狙いとして撮ってた部
分じゃない感情とかも抽出しないと
いけないっていうことになって。だ
から、撮れた素材をくまなく、役者
の表情を全部並べ替えたり、組み換
えたりっていうのを、本当に２年半
かけてやっていて。

平尾　　ちょうどコロナ禍の中ですよね。
コロナの２年半と重なってますよね、
その過程が。

山﨑　　そうなんですよ。どうせ完成して
も、出しても劇場が止まってるんで。

平尾　　そうか（笑）。
山﨑　　ええ。時間かけてやるかっていう。
平尾　　逆にそこでやれた。
山﨑　　そういうのも重なって、独特な制

作過程を経たんじゃないかなとは
思ってます。

平尾　　世の中でデジタル化が加速してい
く中でね。

山﨑　　ただ、おすすめはしないですね、
この作り方。

平尾　　（笑）
山﨑　　とんでもなく大変なんで。
平尾　　むちゃむちゃお金もかかる。
山﨑　　ええ、お金もかかるし。
平尾　　全然違うんですね。１秒回すのに

どれぐらいかかるんですか？
山﨑　　フィルムは・・・いや、それは計

算したくないですけど。
平尾　　そうですか（笑）。
山﨑　　回せば回すだけ。ビデオじゃない

んで。
平尾　　ですね。でも、昨日祷キララさん

も言ってましたけど、それもみんな
わかってて、本当に緊張感の中で、
もうほとんど本番はワンテイクでや
るぐらいな感じで。

山﨑　　ほとんどワンテイクでしたね。
平尾　　だからこそ、でも思い切った演技

ができたっておっしゃってました。
山﨑　　だから、言っても、役者さん、緊

張したっていうことを言うんですが、
こっちとしたら、なるべく１秒いく
らだみたいな考えはしてもらわない
ように（笑）。

平尾　　（笑）
山﨑　　気にかけずに、もう自由にやって

くださいっていう雰囲気を作って
やるんですけど、やっぱり、「用意、
スタート」っていうところで、ウィー
ンって音が鳴ってるわけなんで、そ
れは最近、特にフィルムで撮影され
ることなんて経験していない役者さ
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ん、まだ若い人たちなんていうのは、
まあ、それは緊張するでしょうねっ
ていうのは思いますね。

平尾　　今回、クラウドファンディングも
使って費用も集められたっていうこ
とで。ぜひ皆さん、これで山﨑監督
ファンになられたら、また次の作品
のクラウドファンディングに参加し
ていただけたらと思いますけどもね。

山﨑　　ありがとうございます。
平尾　　ここでそろそろ僕、小林先生の目

が気になってきたので、学生時代の
話にいきましょう。

小林　　（笑）
平尾　　せっかく今日、母校に凱旋してい

ただいてて。先週も１週間ずっと東
京で登壇されたりとか、昨日も神戸、
大阪、京都と１日で舞台挨拶されて
るんですけど、なかなか母校でしか
聞けない話っていうのがありますし、
帰ってきてくださったからこそ、思
い出していくみたいなこともあるで
しょう。ちょっと聞いていきます。
当時の人間学部文化人類学科の３期
生ということで、小林先生が指導教
官だったと。

小林　　先生って、言ってますけれども、
山﨑さんから私、「先生」って言わ
れたこと、一回もないんです。

一同　　（笑）
小林　　最初、１年に会ったときからも「小

林さん」でずっと通されていたって
いう。

山﨑　　そうでしたっけ（笑）。
小林　　そういう関係でずっときてたんで

すけれども。
平尾　　先生も若かった？
小林　　そうですね。まだ若かったんじゃ

ないでしょうかね、わかんないです
けどね。

平尾　　（笑）
小林　　それで、今、真庭に来て何年にな

るんですかね。
山﨑　　17年目ですね。
小林　　17年目。前に一回対談したときに、

大阪で生まれて生活してて、それで
変な言い方ですが行き詰ったという
か、どういうふうに暮らしていいか
わからないっていうときに、真庭に
戻っていくっていうことですよね。

山﨑　　そうですね。大阪、京都で生活を
してましたね。大学に行って、８年
ぐらい京都で生活してて。なかなか
映画作ろうとしても、作る機会がな
いなっていうことであったり、親し
かった仲間が自死したりとか、いろ
んな何か、その時代、とっても経済
的にも就職氷河期で、そもそも就職
なんか、僕、一回もしたことないし、
面接もしたことないんですよ。

小林　　それ、われわれも、就職なんかし
なくていいんだよみたいなことを
言っていたっていうところもあった
んで、それで（笑）。

平尾　　当時はね。
小林　　当時、そんなこと言ってましたね。

はい。それで、私がちょっとその話
したいっていうのは、今現在、真庭
というところに行かれて、それで、
ある意味、盆地の小宇宙みたいなと
ころですよね。

平尾　　先生、行かれたんですよね。
小林　　はい。
平尾　　７年前でしたっけ、2015年の。
山﨑　　フィールドワークされてますよ。
平尾　　フィールドワークされたんですね

（笑）。さすが。
小林　　それで、そのときにも見て、前に、

彼と一緒に学生時代にフィールド
ワークに行った愛知県の北設楽郡っ
ていうところがあるんですけれども、
その北設楽郡っていうところの「花
祭」っていうのを、彼とは一緒に
フィールドワークをして、そこでド
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キュメンタリーの民俗映画を作って
くれて、それを、今日も持ってきて
るんですけれども、作品として作っ
てくれたんですね。そのときが一緒
に、多分、10日ぐらいで一緒に生活
していたところだと思うんですけれ
ども。

平尾　　小林先生も一緒に行って作ってた
んですか。

小林　　そうです。
山﨑　　僕はついていったんですね。
平尾　　逆に、はいはい。
小林　　そこで私、ちょっと勝手な思い込

みなんですけど、あなたが真庭って
いうところに戻っていくっていうの
は、もともと実家があるからってい
うことだと思うんですけど、お父さ
んの実家があるってところなんです。
あのフィールドワークの経験とかっ
ていうのは関係ありますか。

山﨑　　めちゃくちゃありますよ。めちゃ
くちゃあります。

小林　　誘導尋問ですけど（笑）。
山﨑　　いやいや。人類学を、あんまり授

業を受けた記憶もないんですけど、
講義に最初のほうは出てたつもりで
す。人類学の何ぞやっていうところ、
何か自分でも本とか読みながら知ろ
うとしてた。地域に入って映像を撮
るっていうことはどういうことなの
かっていうことは、すごいシビアに
捉えていて、カメラという暴力性と
いうか、一種の権力関係が。やっぱ
り暴力的に扱われてきたっていう歴
史も踏まえながら、フィールドワー
クとして、カメラを持った僕は、そ
こに入って、どういうふうに撮れば
いいのだろうかっていうのは考えな
がら作ってました。その実践として、
花祭っていうのに入らしてもらって、
関係性を作って、どういう社会なの
かっていうのも僕なりに見て、その

視点で初めてカメラを回すっていう
ところは、全く真庭に帰っても同じ
というか。ここでこれからもしかし
たら映画を作るかもしれないってい
う。そうするためには、どう地域
となじんで、どういうポジション
で、どういう視点を忘れずに生活す
ればいいのだろうかっていうことは、
とってもやっぱり、野外調査ですね。
当時、野外調査っていうのを経験し
て、だからこそ入りやすかったって
いうのはとってもあります。それは
正直。

小林　　長編の３部作っていうのは、全部
真庭を舞台にして、真庭、特に今度
の『やまぶき』みたいなのは、真庭
のいろんな場所にある、それぞれの
場所が持っている意味を読み込ませ
るようなかたちで、そこに俳優が、
ある意味、先ほどおっしゃってまし
た自由、自由とまでは言わないで
しょうけれども、比較的自由に動く
ような舞台として設定されてるって
いう感じがしたんですけれども。で、
ちょっと話がずれちゃったら申し訳
ないんですけど、そういった舞台と
しての小盆地っていうか、小宇宙み
たいなものっていうのは、ちょっと
私、共通してるなと思ったんですね。
北設楽郡の花祭地帯と非常に似てる
なという感じがして。なので、『新
しき民』の中でも、ちょっと引用し
てるようなところもありますよね。

山﨑　　ええ、ありますね。だから僕の中
で東栄町の花祭の経験っていうのは、
やっぱりすごい衝撃だったし、そこ
で作った過程もいまだに覚えてます
し。初めてゼミで行って、もう夜ど
おし踊る。で、変なお祭りに先生と
学生数名で、酒を思いっきり振る舞
われて、みんなベロベロになりなが
ら、中には一緒に舞う者もいたり、
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吐く者もいたりしながら、僕はずっ
とカメラを撮っていたっていうの
は。とても美しい舞で、あれは一つ
の演技というか、芸術性の高い花祭
の舞があるんですが、夜どおし、湯
釜っていう釜を中心に据えて、もう
もうと湯煙が上がっている中、太鼓
と鐘が鳴って、若い人たちがとって
も美しい舞を、剣の舞とか扇の舞と
か、いろんな舞をするんですが、本
当にもうトランスの世界というか、
これは何か地域の中心、その地域社
会の構造の中の重要な時間っていう
か。そういうのが感じられて、何か
世界観っていうか、そもそも、その
年で僕は、大阪で生まれ育ったので、
そういう生活の中にはない行事だっ
たので、あ、こういうことで、何か
社会であったり、人間関係であった
りっていうのができあがってるって
いうのを、あのとき感じられたって
いうのは、とっても今につながって
ることだと思います。

平尾　　見ますか？ 映像。映像あるんで
すよね、実は、貴重な。小林先生の
研究室から発掘されたというですね

（笑）。何か、当時は卒業制作みたい
な感じですか、あれ。

山﨑　　いや・・・。
平尾　　卒論の代わりに、何かこういう。
山﨑　　小林さんに言って、僕、あんまり

字書けないんで、映像で出させてく
ださいっていって。

平尾　　当時から、字よりは（笑）。
山﨑　　映像で出す、じゃあいいよって言っ

てくれて。上のほうの人には怒られ
たみたいなんですけど。

一同　　（笑）
平尾　　卒論は書かず？
山﨑　　ちらっと、映像の説明的なものは

書きましたけど。一応卒業しました、
それで。

平尾　　そうですか。美大の映像学科では
ないんですけどね。

山﨑　　ないんですけど。
平尾　　ないんですけど、はい。ちょっと

これ。照明を少し落としてもらって。
ちょっと皆さん、雰囲気を味わって
いただくためにも、当時の貴重な山
﨑監督の学生時代の映像という、本
当にレアな。じゃあ、お願いします。

（上映準備中）

平尾　　これが発掘されて、今日は、監督
へのお土産にDVDに焼いてもらっ
たみたいですよ。

山﨑　　僕も一応家を探したんですけども、
全然見当たらなくて。「小林先生の
ところに、あるでしょう」って言っ
て（笑）。

平尾　　（笑）。でも、さっきのありありと、
監督と先生との間でお話しされてる
だけで、イメージがいろいろとわき
上がってきますけど。

（上映開始）

小林　　もうちょっと、あとのほうを少し
回していただけると、さっき説明し
ていたところに。

山﨑　　釜があります。
小林　　これが花祭のかまどなんですけど、

もう、あと１、２分送らせていただ
けますか。これが湯ばやしっていう
ところで、舞ってるところなんです
けども、何やってるか、ちょっとよ
くわかりませんよね。これが山﨑さ
んの映像の、その当時の特徴だった
というふうに私は思うんですけど、
結局、当時、民俗映像のドキュメン
タリーって、とにかく俯瞰で撮って
わかりやすくっていう、見やすくっ
ていうところだったんですね。とこ
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ろがこれは、カメラ持ちながら（笑）、
その中に入っちゃってるという手法
を取り入れてやってるっていうとこ
ろで、そのあたりがなかなかわかり
にくいっていうところで、この映像
は。

平尾　　これ、ゼミ生も入ってるんですか、
この中に。ゼミ生はいないんですか。

小林　　ゼミ生はいない。
平尾　　写ってない。
小林　　それで、お湯をかけるんですね。
山﨑　　カメラの位置、これ、結構近いん

ですよね。多分、後ろにもたくさん
いるぐらいにポジション取って、三
脚立てて撮ってるんですけど、いき
なり行って、この場所では撮れない
んですよね。多分３日ぐらい、２日
かな、ぐらいずーっと、夜、人がい
ないときもずーっと撮影してて、関
係者の人とも話しながらしてて、こ
の場所でカメラを据えても嫌がられ
ないっていう。カメラが社会の中に
入れたと思ったときはあったんです
ね。で、僕ももう、何か興奮しちゃっ
て、カメラ持ちながら・・・

小林　　カメラぶれてますよ（笑）。
平尾　　（笑）。ちょっとお湯が飛んでき

ちゃってますよね、カメラにね。
山﨑　　熱湯なんで、めっちゃ熱いんです。
平尾　　熱湯。
小林　　もうちょっと見たいんですが、こ

の辺で、はい。
平尾　　はいはい、ひとまずね。ありがと

うございます。雰囲気伝わってきま
した。

（上映終了）

小林　　そういう、当時あった民俗映像っ
て、とにかくきれいに、わかりやす
く撮るっていう手法だったんですけ
ど、彼はそういった、ちょっと違っ

た、いわゆるドキュメンタリー。
山﨑　　ドキュメンタリー映画の方法とい

うか。説明するというよりかは、そ
の熱であったり、人を撮っていくっ
ていう。関係性、もちろん作るって
いうのは同じなんでしょうけど。

小林　　だから、そういう映像の力ってい
うのに対する一種の信頼というか、
そういうのがあるわけですよね。そ
れを伝えるべきであるという信念が
あったっていうことですかね。

山﨑　　研究用の映像ほど、くだらないも
のはないっていう。

平尾　　（笑）
山﨑　　それが民俗ライブラリーみたいな

感じで、8000円とかで売ってるわけ
じゃないですか。誰が見んのやろう
と思ってましたけど。

平尾　　参与しながらの観察っていう言葉
もありますけど、やっぱり自分が主
体的に、その中に関係性も作って
入っていったうえで、被写体を撮
るっていうことですかね。

山﨑　　そうですね。でも、それって、僕
が別にやり始めたわけじゃなくて、
野田真吉とか、いるのはもともとい
て、作家性が出るっていうことだと
思うんですけど。

小林　　作家性で言うと、こういったかた
ちで被写体に突っ込んでいくってい
う以外にも、枠組みとして、ちょっ
と出てこなかったんですけど、花祭
会館の館長さんがいて、その館長さ
んが、花祭会館っていう博物館があ
るんですけど、その博物館の展示を
していくっていうのを狂言回しみた
いにして、そこに映像を入れてい
くっていう、そういう作品としての
試みみたいなものも、やってたんで
すよね。あれも面白かったですね。

山﨑　　本当、独特で個性的な館長さんで、
この花祭って、鬼が何パターンか出
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てくるんですけど、鬼のお面がとっ
てもかっこよくて、怖いんですけど、
おっきくて、榊の鬼とか、いろんな
鬼がいるんですが、そのお面にだん
だん館長さんが似てくるっていうか、
彫りが何か本当にもう、とっても個
性的な館長さんで、その人を撮るだ
けでとっても面白くて、話はあんま
り入ってこないんですけど。その人
が花祭会館を説明して回ってるのが、
とっても花祭らしいというか、祭り
そのもの。言葉では入ってこないん
ですけど。

小林　　そうですね。だから、言葉も非常
に不明瞭でね。映像とのつながりも
ちょっと、一見するとわからないん
ですよ。なんで、それで評価低くて
ですね。当時、文化人類学科賞って
あったんですけど、それで佳作にし
かならなかったんですね（笑）。

山﨑　　ああ、そうでしたっけ。そうです。
めっちゃ応援してくれたんですけど
ね。

平尾　　ああ、そうか（笑）。
山﨑　　選考委員の先生をディスってまし

た（笑）。
平尾　　（笑）。いや、当時から、その異色

ぶりがよく伝わってきますけれど
も。僕も文化人類学は専門じゃない
んですけど、文化人類学って、やっ
ぱり自分がよそ者っていうか、異質
なものとしてそのフィールドに入っ
ていって、だからこそ見えてくるも
のがあったりだとか、撮れるものが
あったりっていう感じがあるんで
しょうね。さて、この流れでそろ
そろローカルとグローカルみたい
な、地域と世界のつながりの話にも
入っていきたいと思います。もう真
庭に住んで16、17年ですよね。だけ
ど、びっくりしたのは、この『やま
ぶき』のパンフレットを見ると「よ

そ者の僕を受け入れてくれて」みた
いなことが書かれている。そういう
よそ者みたいな言い方もされていて。

山﨑　　だから16、７年経って、もちろん
変わってもきていて、最初入った
頃っていうのは、やっぱり完全に都
会から来たよそ者っていう立場で。

平尾  　おじいさん、おばあさんがいたと
ころだけれども。

山﨑　　ええ。そうだし、自分の習慣と違
う地域の習慣を、割と批判的に受け
止められていたというか、一つ一つ
気になったことが認識できていたん
ですけど、だんだん生活が進むにつ
れて、そこは鈍ってくるんですよね。
だから、こっちの習慣、地域の習慣、
風習が理にかなってるってことを発
見し始めるんですよね。そうなって
くると、都会で住んでいた批判的な
感覚っていうのが逆転していくって
いうことがあって、だんだんよそ者
を、もともとよそ者なんですけど、
地域と同化していって、そこからで
きたのが、今回『やまぶき』ってい
うか。だから、都会から来た、何か
批判的に地域を捉えてるっていうこ
とでもなくて、中から、その地域を
批判的に捉えるっていうことが、別
に悪い意味だけじゃなくて。批評っ
て言ってもいいかもしれない。そう
いうことができたんじゃないかなと
いうふうには思っています。

平尾　　それは『ひかりのおと』の11年
前、っていうことは、まだ真庭に
入って５年とかですよね、その頃と
はちょっと違う。

山﨑　　そうですね。これ、やっぱり、ま
だ何かシティボーイ感ありますよね、
何かね。

平尾　　（笑）
山﨑　　何か嫌な感じがちょっとしますよ

ね。
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平尾　　東京から帰ってきて、葛藤して。
山﨑　　いえいえ（笑）。嫌な感じというか、

ちょっと気になるところはありまし
たね。

平尾　　もうちょっと具体的に、真庭での
生活も聞いていきたいんですけども、
農業をされていて。

山﨑　　いえいえ、農業は本当に中途半端
というか、時間がやっぱり映画と農
業で引っ張り合いっこになっちゃう
んで、どうしても、まあ生半可には
できないことでもあるんで、だから、
当時やってた面積よりかは、今、半
分にして続けてるっていうことはあ
るんですけど。今日もまだ採り残し
てしまったり、トマト自体を。だか
ら中途半端ですよね。中途半端に、
それでも17年間、一応植えつけはし
て、やってはいるものの、なかなか
その時間の、映画と農業っていうの
をうまくやりたい、やりたいと思い
つつ、なかなか、そんな簡単なもの
ではないっていう。

平尾　　でも、ちょっと僕、発見しました。
『新しき民』のときは試写会に監督
が現れなくて、その理由が「トマト
の収穫日で忙しいから、映画の試写
会に行けません」って。

山﨑　　そうそう、だから、もちろん９月
とかまでは、もう全然動けない。本
当は10月、11月っていうのも仕事は
あるんですけど、どうしてもやっぱ
り重なってくる部分は、映画は一人
でやってないんで、農業は自分の、
結局、自分の責任で止めたりできる
んですけど。

平尾　　今一人でですか、トマト農家自体は。
山﨑　　ええ、そうです。もちろん産地が

あって、農家さんはたくさんいらっ
しゃるんですよね。

平尾　　『ひかりのおと』の中でも、まさ
に今の監督の気持ちを、主人公が代

弁したかのように、酪農も音楽も中
途半端みたいな感じのことを言って
ました。

山﨑　　いや、まさしくまさしく、中途半
端です、どっちも。

平尾　　いや、中途半端でカンヌデビュー
できますかね（笑）。

山﨑　　いやいやいや。
平尾　　とも思いますし。あと、監督が地

元の仲間と、YouTubeでお酒飲み
ながら、だらだらしゃべってるのを
観させてもらったんですけど（笑）。

山﨑　　ああ、そうですか（笑）。
平尾　　山﨑さんちのトマトはうまいねと

か仲間たちは言ってますけど、それ
でも監督の中では、まだそういう感
じもあるんですか。中途半端感って
いうか、両方やってて。

山﨑　　この『ひかりのおと』の主人公も
言ってたように、どっちも楽しく
やってるっていうか。それを経済的
な指標とか、そういうことで当ては
めると、完全に中途半端ですよね。

平尾　　でも、それは監督、経済的な指標
なんてぶっ壊せでしょ？　レジスタ
ンスじゃないんですか、そこは。

山﨑　　いやー、娘が２人いるんで（笑）。
平尾　　（笑）
山﨑　　割と切実なところでもあるんで。
平尾　　そうですか。資本主義なんてぶっ

つぶせじゃないんですか。
山﨑　　いやいやいや。いろんな捉え方。

資本主義っていっても一筋縄ではな
いんで。

平尾　　だからこそ、こうやって映画の宣
伝にも来てくださって（笑）。

山﨑　　ええ、ええ、そうなんですよね。
平尾　　もちろん、お金のことだけじゃな

くて、この作品、僕もそうですけど、
心からいろんな人に観てほしいと思
いますし、そういうことでしょうけ
ども。そうですか。
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山﨑　　ライヴ配信もあるんで、あんまり
思い切ったことは言わないほうがい
いかなと思って（笑）。

平尾　　（笑）。ちょっといろいろ考えて。
小林　　でも３作とも、映画の中には、基

本的に金銭の問題っていうのは入っ
てきてますよね、必ずね。

山﨑　　ええ、入ってます。やっぱりそこ
は、映画を描く中で捉えたいところ
なんですよね。

平尾　　本当リアルですよね。夢のよう
だって、僕さっき言いましたけど、
やっぱり監督の映画、ドキュメンタ
リーっていうことの下地っていうか、
そういうのがあるから、皆さんも感
じたと思うんですけど、基本的に物
語映画でフィクションなんですけど、
非常にリアルな、われわれが生きて
いる現代の生活を掴み取っている。
しかも、地方のつつましい人々の現
実の生活を丁寧に撮ってるなってい
う感じも強くあるんですけどね。

小林　　そうですよね。『ひかりのおと』
もドキュメンタリーを見てるような
ね。そういうような感覚しますよね。
それは、また引きつけちゃうんです
けど（笑）。

山﨑　　いえいえいえ（笑）。
小林　　かつてドキュメンタリーを撮って

たっていうことと、やっぱり引き
ずってる部分があるっていうことで
すね。

平尾　　引きずって（笑）。
山﨑　　ドキュメンタリー映画に衝撃を受

けたっていうのが、やっぱり学生時
代に小川紳介とか土本典昭とか、学
生運動を捉えたドキュメンタリー、
とても優秀なドキュメンタリーがた
くさんあって、それをまとめて観る
機会が、わりと京都は多くて、そう
いうのを観ていて、とっても何か映
画だなと思って。生々しいドキュメ

ンタリーっていうことではなくて、
興奮するし、コントラスト、絵的にも、
ものすごいフレーミングもとっても
すばらしいし、物語すらあるみたい
な。そういうのがドキュメンタリー、
生のものを撮っていても、それは
フィクションであるっていう。だか
ら、ドキュメンタリーとフィクショ
ンの垣根みたいなところをとっても
考えていたことがあって。それって、
背景、場所、人物以外のものと人物
が乖離してないっていう。それはド
キュメンタリーであれ、フィクショ
ンであれ、やっぱり乖離しちゃうと、
それはなかなか、説得力がないって
いうことがあると思っていて。だか
ら、僕は住みながら撮ってるってい
うことは、それ、乖離してるかな、
乖離してないかなっていうのは判断
がつくんですよね。その地域と役者
さんが生きた人物っていう、そこの
ジャッジはできるっていうのがあっ
て。だから、ドキュメンタリー映画
の背景と、人物の固定されたものっ
ていうものの躍動感みたいなところ
が、とっても大好きだったのかもし
れないですね。だから、そこは気を
つけてやってるんですが、なかなか
難しいです。

平尾　　ちょっと戻るかもしれないですけ
ど、監督は真庭で生活をされて、し
かもトマト農家をされていて、それ
と映画作りををされていて、ある種
デュアルな、中途半端とおっしゃい
ましたけれども、両方生きているみ
たいなところがあって。これはでも、
監督だけのテーマではなくて、『ひ
かりのおと』の主人公もそうですけ
ど、青年期、いろいろと夢があって、
自分がやりたかったこととか、だけ
ども、現実はこっちの人生を仕事的
には歩んでるとか。もうそれはみん
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な、中年にもなればだんだん、そう
やってみんな大人になっていくって
いうか、自分の心の中の夢とかあこ
がれと、現実との折り合いをつけて
やっていく、みんなのテーマですよ
ね。そういう意味で、映画もトマト
作りも両方やっている監督の生き方
は、僕はやっぱりかっこいいと思い
ます。農業、トマトを作りながら、
監督のことだから、そこにもすごく
心のエネルギーが注がれてると思う
んですね。映画作りはもちろん、も
う見てるだけで、一つ一つに心のエ
ネルギーが注がれてるのが、ありあ
りと伝わってきます。カンヌでも尋
ねられてましたけど、デュアルに二
つをやってることって、ご自身の中
でどういうふうにつながってますか
ね。あえて言語化していただくと。

山﨑　　どっちか一方をするっていうこと
が想像できないっていうのがあっ
て。っていうのは、デュアルってい
うことには全然捉えてはないんです
けど、例えば、農業、トマト、ビ
ニールハウスの中でいろんな作業を
してるっていう。そんなうまくはな
いですけど、楽しいんですよね、本
当に。その作物を管理してあげるっ
ていうことを、延々とハウスの中で、
くそ暑い中でやってるのが好きなん
ですよね。映画もそうで、だんだん
かたちになっていくのが好きなんで
すよね。もう本当にそれだけという
か。どっちも好きだから、どっちも
続けると、やっぱりどっちかにしな
さいっていう・・・

平尾　　（笑）
山﨑　　時間の制約があるわけですよね。

どっちかにしてたら、こっちがだめ
になる。追々こっちやらないとって
いうことを延々とやってるだけって
いう。本当にそれで、もう家族は

本当にあれですよ、「好きなことし
て」っていうことになるんですけど

（笑）。
平尾　　監督のすべての作品、やっぱり家

族のテーマも流れてますしね。それ
で、カンヌのときには、農業をやっ
てることで自然の力っていうもの、
自分を超えた力が働いているのを感
じる、それが自分が作る映画にも影
響してるんじゃないかっていうこと
はおっしゃられてましたね。

山﨑　　農家をやったことがある人って、
多分、都市生活と全然違う時間軸で
あったり、ものの考え方って本当に
違うと思っていて。僕、だんだん時
計が全く計算できなくなってるんで
すね。だから上映時間、例えば３時
に始まって、97分の映画は何時に終
わるかっていうのは全然わかんない
ですよ。時計の計算が本当にできな
くなっていて。っていうのは、多分
お日さんとか、だんだん変わってい
く日の出の時間とかのほうが生活に
密着してるっていうか。だから時間
感覚が、田舎の人は時間にルーズっ
て、よくいいますよね。この土地独
特の時間みたいな。あれって、多分
農業が身近にある人たちっていうの
は、自然とそうなっていくんだろう
なっていうのは、うまく多分説明で
きてないと思いますけど。

平尾　　いえいえ。
山﨑　　そういう意味では、さっきおっしゃ

られた自然の中の人物、人間、生き
てるっていうことがベースになって
るのかもしれないですね、映画の中
でも。

平尾　　監督の映画には自然が、特に光の
音が本当に聞こえた感じがしたんで
すけど。

山﨑　　いやあ、ありがとうございます。
平尾　　日の出のシーンもそうですし、映
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画ってやっぱり光をどう定着させる
かみたいなところがあると思うんで
すけど、それがすごく深く映画に刻
まれてるなって、自然の光が。それ
は、やっぱり、今のおっしゃられて
たこととつながりそうな感じが、僕
はしたんですけどね。あと、今、大
学も地域とのつながりとか、グロー
カル人材を育てようとか、いろいろ、
そんなこともあったりするんですけ
ども。監督の映画もそうですし、生
き方もそうなんですけれども、地域
で生活してて、真庭という地域にも、
確実にグローバルな世界で起きてる
ことの波が押し寄せてきている。も
うそれは、『やまぶき』でもありあ
りと描かれてますよね。ネタバレは
しませんけども、女子高生のやまぶ
きはとっても遠くのことを思ってい
たり、思いを馳せていたりする。世
界的な視野と地域、ローカルとグ
ローバルをつなぐっていうか、その
あたりのリアリティはどういうふう
に感じておられますか。あるいは、
どういうふうに表現していこうとさ
れてますか。

山﨑　　多分、自分の置かれてる場所みた
いなもの、自分が関係してる場所み
たいなものを、どれだけ知ってる
かっていう。だから、自分の今いる
場所の捉え方というか、それがある
と、よそに行っても比較できるって
いうことがあると思っていて。例え
ば、一見、この京都文教大学という
学校があるけど、ここは400年前は
どういう場所だったのかであるとか、
どういう戦いが行われて、どういう
人たちが住んでいたのか。

平尾　　『新しき民』ですね、それは。
山﨑　　そうなんですよ。だから、真庭で

何が起こって、一見、普通の自然の
場所でも、何か営みがずっとあった

わけじゃないですか。
平尾　　巨大な池があったみたいですけど

ね、ここは（笑）。
山﨑　　そうですね。
平尾　　はい、巨椋池か。
山﨑　　巨椋池か。だから、そういうのを

想像して、この場所、ここの、今は
こういう場所だけど、どういう場
所なのかって知らないと、その場
所、風景と人物っていうのが、どこ
でもいいんだな、これはっていうふ
うに見えちゃう。ここじゃないとい
けないんだっていう、それって、多
分、言葉ではなかなか難しいですけ
ど。それを知ってるか、知ってない
かで、よそに行って自分のことが説
明できるのか、説明できないのかっ
ていうことがあるんで。結局、グロー
バルとローカルの話で、ローカルを
どれだけわかってるかっていうこと
じゃないと、グローバルではやっぱ
り表面的なことにしかならない気が。
どれだけ世界の情勢を知ってようが、
自分の場所っていうのをちゃんと捉
えられているのかっていうことって、
やっぱり見ますよね。それ、一番聞
かれるところですよね。映画なん
か、まさしくそこを求められてるっ
ていうか。そんなことはわかってる
よっていう。あなたの土地のことを
見たいんだっていうことだと思うん
で。娯楽映画は別として、それはた
くさんある。

平尾　　本当、『新しき民』っていう映画
はまさにそうですし、皆さんも見て
ほしいんですけど、地の記憶ってい
うか、土地の記憶というのをものす
ごく想像されて。監督は世界にも広
げていくっていう、空間も超越され
てますけど、時間も超えて遠くを見
ておられるなっていう。

山﨑　　聞かれるとそういう答えをします
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けど、そんな意識的には。
平尾　　すいません（笑）。
山﨑　　生活してるわけではないです。
平尾　　ここはトークセッションなんで、

言語化してしまって申し訳ないんで
すけど。

山﨑　　いえいえ。
平尾　　やっぱり、『やまぶき』もそうで

すし、監督もそうですけれども、遠
くを見てるだけじゃなくて、土地に
深く根を下ろしていってるっていう
か。深く根を下ろすからこそ遠くが
見れるんだろうなっていう、そうい
う印象が。

山﨑　　そうです、そうです。それはまさ
しくあれですよ。小林さんにゼミで。

平尾　　小林さん（笑）。
山﨑　　教わったことですね。ドゥルーズ

か何かの、リゾームの橋頭堡の話は
いまだに覚えてますけど。何か拠点
を作って、こう。何ていうんですか。
ちょっと。

小林　　忘れました。
山﨑　　忘れました？（笑）。あれはいま

だに覚えてますね。ホワイトボード
とかに。当時はポカンでしたけど、
ああ、なるほど、なるほどっていう。

平尾　　どこかにそれが身に染みてるんで
すね、きっとね。それだけやっぱり
深いところを掘ってるからこそ、こ
れだけ世界の人たちに通底するのか
なっていうね。そういう気さえする
んですけどね。

山﨑　　いやいやいや、本当に。
平尾　　（笑）
山﨑　　頑張ります。
平尾　　いやいやいや（笑）。
小林　　フランスに行かれて。
平尾　　そうか、フランスの話ですね。
小林　　それはどうでしたかね。
山﨑　　カンヌとは別にフランスに友人が

いて、彼と久しぶりに会ったときに、

僕も真庭で子どもたちに創作のワー
クショップをしたりして、映画って
いうものの面白さを伝えたいなと
思って活動はしてたんですけど、そ
の友人と会ったときに、フランスで
は30年以上前から、公教育の中で、
映画を見せて先生がそこで教えて、
映画を題材にして、いろんなお話を
するみたいなことをしてると。フラ
ンスはどんな田舎に行っても、映画
館が、シネマがあって、そこに学校
の子どもたちがみんな観に行って、
教室に帰って授業をするんですけど、
その作品選定も、学年に合わせて、
国の文化省と国立映画センターって
いうものが一緒になって、専門家と
一緒にやって、とっても多ジャンル
で、世界中の映画をバランスよく年
間３本見せるっていうプログラムを
やっていて。子どもたち、例えば３
歳から見始めたら、高校卒業する15
年間で、45本ぐらいですか、映画を
観て、それも世界中の映画を見て大
人になっていく。小津安二郎の『お
早よう』とかも観てるんですね、フ
ランスの子どもたちは。

平尾　　日本人でもどれぐらい観てるかっ
ていう（笑）。

山﨑　　日本人の皆さんですら、あんまり
聞いたことないかもしれない。子ど
もたちなんか絶対知らないし、それ
を外国の人たちは既に観てるってい
う。

平尾　　観てる、すごいですね。
山﨑　　やっぱり、その土壌の違いってい

うのは、今後さらに開いていくって
いうことだと思っていて。今、とっ
ても映画のアートハウスというのか、
商業映画じゃない、映画の多様性を
担保するような劇場の集客がどんど
ん減っていって、コロナも関係して
るんですけど、そういうふうなこと
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がいわれていて、一時的にそれを解
消できることなんかもやり尽くして
いてどうにもならないっていうこと
で、本当に子どもたちに、いかに観
てもらって、映画との距離を近く
思ってもらうっていうことをやらな
いと、本当に日本映画の多様性みた
いなものが大変になってくるんじゃ
ないかなということもあって、文化
庁に、調査に行きたいですって申請
して、１カ月間だけ行くことができ
て。フランスの地方から都会から何
カ所も、実際の映画教育が行われて
いる現場に行って見てきたんですけ
ど、当たり前に映画っていうものが
学校の中にあって、先生たちも楽し
みながら、子どもたちなんか本当に
大好きっていう感じで。子ども映画
祭っていうのもフランスはたくさん
あって、その子ども映画祭っていう
のと学校の授業が連動して、普段は
映画館行って授業するだけだけど、
映画祭のときは、例えば作家が来て、
子どもたちと触れ合ったりみたいな
こともやったりして。映画の捉え方
としては世界の窓というか、スク
リーンが世界の窓なんですよね。そ
こを通じて、いろんなことを視野を
広げて、子どもたちの選択肢を増や
していくっていう意味では、リテラ
シーとして捉えることもできると思
うんですけど、メディアリテラシー
とか。ただ、本当にフランスの根っ
こにあるのは、本当に映画を楽しん
でくださいっていう、楽しみましょ
うっていうのが一番にあって、それ
はとても魅力的だなと思って、真庭
でも教育委員会に交渉したり、市長
に話しに行ったりして、こういうこ
とをフランスではやってるから、ぜ
ひ真庭でも実践しましょうっていう
ことで、何校か、校長先生が手挙げ

てくれて、今、年１回ですけど、小
学校と中学校で映画を見せて、フラ
ンスの先生にオンラインでつないで
授業してもらうっていうのをやって
ますね。３、４年続けてやってるん
ですけどね。広がっていけばいいな
と思っていて、真庭市だけじゃなく
て、ちょっとずつ、やろうかなって
いう自治体も出てきたりしてて、こ
れが広がっていけば面白いなあとは
思ってるんですが、なかなか、それ
が本職じゃないんで、地道に地道に
やってる感じです。だから、音楽と
か美術とかと同じように、映画って
いうのが一つの選択肢としてあった
らいいなっていうふうに。大変です
けどね。理想はそういう感じで。

平尾　　この臨床物語学研究センターでも
毎年お招きする平田オリザ先生は本
学の客員教授でもあるんですけど、
豊岡で生活されながら、それこそ学
校教育の中に演劇教育を入れていか
れています。そのあたりはすごく重
なる感じがありますね。監督、４月
から『やまぶき』のフランス公開も
決まったと。

山﨑　　そうなんですか、４月なんですか。
平尾　　（笑）。違いましたっけ、いつから。
山﨑　　春ぐらいにするかなっていうぐら

いの情報が、今、出てますね。
平尾　　春ぐらい、勝手に４月と思ってま

したけど。
山﨑　　僕も本当に詳しく全然聞いてない

んですけど。
平尾　　そうなんですか。ということで、

本当にフランスの公教育の中で、山
﨑樹一郎監督の日本映画がフランス
の子どもたちに入っていくかもしれ
ないですし、逆に、フランスの映画
を真庭の子どもたちが観て育ってい
くのかもしれないし、そのあたりは
本当に夢が広がりますね。
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　さて、ちょっと１時間半のトーク
セッションって結構長いって、皆さ
ん思ってたかもしれないし、樹一郎
監督も長いんじゃないですかって
言ってたぐらいなんですけども（笑）、
あっという間ですね。このへんで
せっかくですし、ぜひフロアの皆さ
んと監督との対話をしていただけた
らと思うんですけれども。多分皆さ
んうずうずしてる方もいるんじゃな
いですか。監督と直接お話ししたい
とか、懐かしい方もいるでしょうし、
どうですか、いかがですか。これは
ちょっと聞いてみたいと。

（間）

平尾　　うずうずしてる森学長、どうぞ。
壇上に上がると、どうしてもつい教
員ぐせがでちゃうもんで、僕のほう
から当てちゃうんですけどね（笑）。

森正美　今日はどうもありがとうございま
す。森です。学長って指名されて、
ちょっと気が重いんですけど、森さ
んでよかったぐらいなのって感じで
すけど（笑）。本当にさっきの作品
もすばらしいし、これも絶対観なく
ちゃって本当に思うぐらい。小林先
生とのかけ合いも、長年の歴史を感
じて、すごいよかったなと。でも、
おっしゃっていることが本当に文化
人類学の視点の話なので、その話自
体もすごいわかるし、刺さるって感
じなんです。ありがとうございまし
た。一つ、ご質問なんですけど、視
点の移動が、ご自身の生活の拠点の
移動とか、対象との距離とか、ある
いは、それをフィクションにする
か、ドキュメンタリーにするかって
いう表現方法とか、それも多分、距
離感の移動みたいなところもあって、
すごく面白いなと思ったんですけど、

そのうえで質問としては、山﨑さん
が作られたものを地元で上映された
りしたときに、地元の方は、それを
ご覧になって、どんなふうにおっ
しゃっているのかなっていうのを教
えていただけたらなって思います。
よろしくお願いします。

山﨑　　よろしくお願いします。ありがと
うございます。そうか、森先生が学
長に今なられてると。ええ、ありが
とうございます。地元の方々には観
てもらってます。上映会は毎回、特
に、この『ひかりのおと』っていう
のは、震災直後に公開ってことに
なって、どういうふうに見せていく
かっていうのはとっても迷って、当
たり前に劇場、都市部だけ劇場公開
してっていう選択肢と思ってたん
ですけど、いや、今、震災の直後
に、この映画をどういうふうに見せ
るかっていうのは、みんなで考えた
ときに、地域のネットワークを、映
画を介して作りたいっていうこと
で、岡山県内だけで、50カ所、100
回上映をやったんですね。それは地
域地域にキーマンとなる人たちを探
して、紹介してもらったりして、僕
たちが行って、こういう映画を上映
したいっていうのでブッキングして、
４カ月、５カ月ぐらいでそれだけを
ブッキングして、ツアーみたいな感
じで映写機持って、例えば公民館で
あったり、小さい喫茶店もやりまし
たし、田んぼで野外上映とかもやり
ましたし、ライブハウスとか、いろ
んなパターンの上映方法をして、映
画を介して、地域にクモの巣を張る
ようなイメージで上映活動をしまし
た。中には、全くわかんないってい
う人も、わかんない、こんな映画だ
と思ってなかったみたいな意見もも
ちろんありますし、いや、50年ぶり
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に映画ってものを見たっていうおば
あちゃんとも出会えますし、頑張っ
てくださいとかっていう方もいます
し、ポカーンとして帰る人もいます
し、いろんな方々がいる。で、知っ
てる場所が映ってるのがうれしかっ
たみたいなことも言ってくれる人も
いますし、いろんな感想がありまし
た。『ひかりのおと』って、映画祭
なんかでも評価されたりして、行政
の人たちも、手のひら返すように応
援に回るわけですね。今までは何
じゃ、映画なんぞっていう、できる
わけないみたいなことだったんです
けど、ぱっと手のひら、こうやって。

『新しき民』って時代劇、大変だっ
たんですけど、それは『ひかりのお
と』の勢いを持って、次は一揆を起
こすかのように映画を作ってみよ
うっていうのをみんなで決めて、本
当大変すぎたんで、それでみんな消
耗してしまう、僕も含めてですけど。
そのあとは沈黙をしまして、５年か
けて『やまぶき』を作ったという流
れでしたが、地域の人に『やまぶき』
はまだ、都市部から上映をやろうっ
ていうふうに思ったので、これから
ですね。来年初めぐらいに観てもら
うっていう予定です。山中一揆に関
しては、真庭の歴史なんで、真庭の
人たちに見てもらって、「一揆のこ
とは知っていたけど、どういう内容
か知らなかったので、観てよかっ
た」っていう感想もありますし、学
校で、それこそ授業の中で、一揆を
扱う中で『新しき民』を観てもらう
こともありますし、一つの教材みた
いな感じで扱われてるなというふう
には思っていて。

平尾　　むちゃくちゃ揺さぶられるでしょ
うね。その土地でまさに生きてられ
る人だから、その土地の記憶みたい

なことが多分眠っているわけでしょ。
個人の中じゃないかもしれないけど、
ずーっと引き継がれてるわけですよ
ね、それが。

山﨑　　そのはずですけど、気にせずとも
生きてはいけますよね。

平尾　　はい（笑）。そこが文化人類学と
臨床心理学の違いかなと（笑）。はい、
ありがとうございました。

（間）

平尾　　はい、他どうですか。同級生がい
ましたね。

男性A　そうなんです、お久しぶりです、
山﨑監督（笑）。

山﨑　　いえいえいえ。
男性A　当時、民俗学のゼミで、身体技法

論っていうのを小林先生がやられて
たんですけど、そのときのゼミの
発表とかだったら、80年代のスタン
リー・キューブリックの、確か『フ
ルメタル・ジャケット』をゼミの発
表で山﨑監督がおっしゃってたって
いうのは、ちょっと今でも覚えてる
んですけど、あの頃から、ずっとた
ばこ吸いながら、ずーっと映画の話
してるっていう（笑）。

山﨑　　（笑）
男性A　そういう記憶があって、もう今、

カンヌにまで行かれてるということ
で、すばらしいなと思うんですけど。
本当に、ずっと今みたいにずーっと
映画のことを話すっていう人でした、
はい（笑）。質問なんですけど、最
近観られた映画はどんな映画ありま
すか。

山﨑　　最近、本当にばたばたで観てない
ですね、ええ、何だろう。映画じゃ
ないんですけど、『エルピス』って
いうドラマが今、月曜日10時から
だったかな。やってるんですけど、
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あれは、映画の脚本を書いてる渡辺
あやさんっていう方が脚本を書いて
いて、とっても政治的な突っ込みで
あったり、ジェンダー的な捉え方で
あったり、よくまあそこまで男性社
会を徹底的に突っ込むというか、切
り込むのがテレビでできるなってい
うのがあるし、とってもドラマ自体
面白くて、それも、フジテレビでやっ
てるっていうのがまた笑えるんです
けど。フジテレビって、やっぱり軽
いんだなあっていう（笑）。振れ幅
が軽いなと思って。いや、でも、す
ごいうれしくなりました。そういう
ことがテレビでもできる状況になっ
てきてるっていうのが、素直にそれ
はとっても喜んでいて、ぜひ皆さん
見てほしいなと思います。『エルピ
ス』ですね。テレビ局の番組の話で、
ある事件を冤罪かもしれないと思っ
て追求する女性アナウンサーの話な
んですけど、その女性アナウンサー
は、なかなか、企画を通そうとする
んですけど、こんなことできるわけ
ないでしょ、テレビでっていうよう
なことを、どんどん、テレビの内実
を暴いていくみたいな。だから、自
己批判的なことをテレビ局がやって
るっていう意味で、とっても、よく
ぞまあっていう。もう、あっぱれっ
ていう感じのドラマです。それは３
話まで見ました。映画、本当最近見
てないですね。

男性A　自分も『エルピス』観てます。
山﨑　　面白いよね。
平尾　　普通の学生時代の会話みたいに

なってますね。
会場　　（笑）
平尾　　それもいいところですね。はい、

次の方お願いします。どうぞ。
男性B　高齢者アカデミーの卒業生なんで

すけども、今、地域で自治会をやっ

てるんですけど、地域の地下水を守
るために、戦後からの歴史を、会報
を読みながら地域を理解しようとい
う活動をやっていて、地域のことを
一番よく知っているのは僕だと思っ
てるんですけどね。60年ほど生きて、
この地域に住んでいますから。ただ、
地域の人との関係性の問題なんです
けど、一介の住民として地域の人と
つき合ってる場合と、自治会の会長
としてつき合ってる場合に、やっぱ
り齟齬があるんですね。きっと農業
をやっておられて、農家さんという
場合と、映画監督というふうに見ら
れてる場合と、少しやっぱり距離感
というか、違うような気がするんで
すよね。そのあたりは、どういうふ
うに自分の中でうまく消化してはる
のかなというところを、ちょっとお
尋ねしたいなと思うんですけど。よ
ろしくお願いします。今日の話とっ
ても面白いです。

山﨑　　ありがとうございます。そのポジ
ションならではのかかわり方ってい
うのは、本当にやめるべきだと思っ
ていて、だから、いろんな肩書きで
あったり、役職であったり、そうい
う鎧で重たくなった体で接すると、
いちいち脱着して人と関わるってい
うことになっちゃうんで。そもそ
も、そういう鎧っていうのは肩書だ
けじゃなくて、考え方もそうだと思
うし、価値観もそうだと思うし、思
想もそうだと思いますし、そういう
ものははなっから脱ぎ捨てちゃって、
できることならね。それはなかなか
難しいことだと僕も思っていますが。
そうなったほうが、結果、誰とでも
同じように接することができるって
いうことで、生きやすいんじゃない
かなと思ってはいます。だから、本
当に映画監督とか農家とかっていう、
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その肩書きありきで話すことほど、
結果、しんどくなるっていうことは
ないんじゃないかなとは思ってます。

平尾　　今の話はすごく思いますね。監督
の映画ってある種すごく主張が強い
ところは感じるんですけれども、で
も、それがあんまりこう、僕も多分、
監督と主義主張が違うところもある
と思うんですけど、あんまりぶつか
らないんですよね。それは、今、監
督がおっしゃられた、人間と人間の、
それこそ本当の対話っていうかね。
相手も尊重されてるだろうし、そう
いう感じがしますね。

山﨑　　田舎ってそうなんですよね。そう
じゃないと生きていけないっていう。
一人一人がやっぱり近いんで、思想
とかイデオロギーの違いで固まれな
いんですよね。都会なら、別に意見
の違う人と出会わないでも生きてい
けるんですけど、それは田舎はなか
なか難しいので、そんなことより、
一緒に楽しく過ごせたほうがいいよ
ねっていうことが優先されるってい
う意味で、さっきの渡辺あやさんと、
このあいだ対談する機会があったん
ですけど、そこでも本当に同じよう
な考え方をされてて。結構文化人類
学って、フィールドワークとかって
そうですよね。

小林　　まあ、そうでしょうね。参与観察っ
て、まずそこに参加するっていうこ
とが前提なんでしょうから、参加で
きなかったら、いられないというね。
そういうことだと思うんですけども。

平尾　　現代の社会自体もそうですし、最
近の若い人たちは、特にウェブ上の
世界とかで、自分と似た仲間と集
まったりとか、なかなかそこから外
の世界に開かれないみたいなのもあ
るんですけど。ちょっと最後になっ
てきたので、せっかく母校に帰って

きていただいたので、今、同級生と
か先生との対話はありましたけど、
若い学生たちもいます。後輩の学生
たちに向けての、何かメッセージみ
たいなことをちょっと。卒後何年で
すか、今。

山﨑　　20年ぐらいですか。
平尾　　20年ぐらい。20年の先輩から、一言。
山﨑　　自由にしたらいいと思いますけど

（笑）。
平尾　　（笑）
山﨑　　やりたいようにしたらいいと思い

ますね。そんな偉そうなこと、全く
言えないです。でも、いや、しっか
りしてますよ、本当に。若い人たちっ
ていうか。

平尾　　本当、優等生。
山﨑　　信じたい。おっさんの言うことな

んか聞かなくていい。
平尾　　（笑）レジスタンスでね。
山﨑　　本当にやりたいことがあれば。自

分で考えてやればいいんじゃないで
すかね。

平尾　　僕の映画も観たければ観ろと。
山﨑　　いや、うちの映画は観てほしいで

すね。
平尾　　これは観てほしい（笑）、これは。
山﨑　　それはしっかり観ていただければ

うれしいです。
平尾　　京都みなみ会館、大阪シネ・ヌー

ヴォ、神戸だったら元町映画館で。
山﨑　　ええ。
平尾　　この１カ月ぐらいはずっと上映さ

れてると思いますし。もう本当に僕
もウェブ上で評を見るのが楽しみな
ぐらい絶賛ですね。いろんな人がい
ろんな意見を言うことができる、不
思議な映画です。ぜひ、皆さんもご
自身の目で観て、ご自身で感じたこ
とで、自分の物語に活かしていただ
けたらと思いますね。

山﨑　　若い学生さんに、つけ足すと、何
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か相談があれば、皆さん、小林先生
のところに行けば、全部打ち返して
くれると思いますんで。

平尾　　そうですか、はい、わかりました
（笑）。

小林　　今、平尾先生が言ってたことは、
祷キララさんのことですよね。キラ
ラさん、非常にやっぱり、舞台挨拶
の中でも語ってましたし、パンフ
レットの中にも書いてありましたけ
ども、非常にしっかりした人で。今、
若い人がしっかりしてるっていうの
は、ああいう人とつき合ってるから
かなというふうに思いました。

山﨑　　いやいや、本学学生を軽くディス
らないでください。

平尾　　（笑）そういう、今の言葉にイラッ
とした学生は、小林先生にぶつかっ
てこいということでしょうね。

山﨑　　それができる時期ですよ。本当に
なくなりますから、そんなのは。卒
業しちゃうと。それは義務ですから、
先生の。

平尾　　（笑）。そうですね。
山﨑　　だと思ってますので。
平尾　　ありがとうございます。小林先生、

最後に、ほかに言い足りないことが
ありましたら。

小林　　こういうかたちで、私もここに舞
台に上げていただいて、山﨑さんと
話がこういうかたちでまたできたっ
ていうのはうれしくて、もう一回話
できればいいなと思ってます。本当
に出藍の誉れだなと思ってます。

平尾　　はい、ありがとうございます。監督、
最後に、これからも含めて、どんな
ふうに歩んでいかれる予定でしょう
かね。

山﨑　　ちょっと、本当、かみさんに迷惑
かけまくってるんで、子どもたちと
の時間を増やしたいなと思ってます
ね。本心です、本心。本当に。

平尾　　今日、この配信を見てはるんです
か（笑）。

山﨑　　いいや、わからないです、わから
ない（笑）。いや、本当に、女性の
子育てをちゃんと考えたほうがいい
と思いますね、この国は。

平尾　　はい、わかりました。世界を平和
にするためには、

山﨑　　かみさんから、おまえが言うなっ
て言われます（笑）。

平尾　　そういうツッコミが、多分、遠く
岡山のほうではささやかれると思い
ますけれども、世界を平和にするた
めには、家に帰って家族を大事にし
てくださいと、某誰かも言ってます
から、われわれも今日は帰って（笑）、
ですね。

山﨑　　はい。
平尾　　はい。本当に、山﨑監督、小林先

生、どうもありがとうございました。
山﨑　　ちょっと、ひとこと、すいません、

『やまぶき』は京都みなみ会館でひ
と月ぐらいやってますんで、ここに
は多分80人ぐらいいると思いますん
で、ぜひ、半分以上は劇場に足を運
んでいただければなと思います。

平尾　　いえ、半分と言わず、誰か一人は
誘って、行ってくださったらと思い
ますね。

山﨑　　ありがとうございます。
平尾　　はい。山﨑監督、小林先生、どう

もありがとうございました。また今
後とも監督の映画と、それから京都
文教大学、そして京都文教大学の臨
床物語学研究センターも、またよろ
しくお願いします。おつかれさまで
した。

会場　　（拍手）
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